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２０２１年 度 受 賞 作 品 決 定 

～「中小企業研究奨励賞」「中小企業懸賞論文」「中小企業組織活動懸賞レポート」～ 

 

一般財団法人商工総合研究所は、「中小企業研究奨励賞」「中小企業懸賞論文」「中小企業組織活動懸賞 

レポート」の2021年度の各受賞作品を次のとおり決定しました。 

 

１．中小企業研究奨励賞 

・中小企業研究奨励賞は、中小企業に関する優れた図書または定期刊行物に発表された論文を 

表彰するもので、1976年から実施しており今回が46回目となります。 

・2021年度は、2020年8月1日から2021年7月31日までに刊行された図書または論文を 

対象とし、79点の応募がありました。 

【経済部門】 

    □準賞 

『中国の日系企業』 

―蘇州と国際産業集積 

編著者 植田 浩史氏  (慶應義塾大学経済学部教授) 

    三嶋 恒平氏 (慶應義塾大学経済学部准教授) 

著 者 伊藤 亜聖氏  (東京大学社会科学研究所准教授)  

的場 竜一氏  (大阪市立大学商学部特任講師) 

田口 直樹氏  (大阪市立大学大学院経営学研究科教授) 

    田中 幹大氏  (立命館大学経営学部教授) 

出版社 慶應義塾大学出版会 株式会社  

    

 

 

 

【経営部門】 

   ○本賞 

『日本の法人フランチャイジー』 

―消費経済の知られざる担い手― 

著 者 川端 基夫氏（関西学院大学商学部教授） 

出版社 株式会社 新評論 

  



 

２．中小企業懸賞論文 

・中小企業懸賞論文は、学生・実務家など幅広い層から中小企業の産業・金融に関する論文を、 

毎年テーマを定めて募集しています。1987年から実施しており、今回が35回目となります。 

・2021年度は、産業部門のテーマ（「IT分野における中小企業の活躍」、「ウィズコロナ・アフター 

コロナ時代の中小企業経営」)に対して25編、金融部門のテーマ（「SDGsと中小企業金融」、「緊急 

事態における金融機関の中小企業支援」）に対して21編の応募があり、合計応募点数は46編で 

した。 

【産業部門】 

  ○本賞 

         「中小金型製造業の発展を目指して 

―データ化した暗黙知を活用した『次世代金型エンジニアリングチェーン』の提案―」  

             廣瀬 竜馬氏、塩野 七海氏、相田 快晴氏、小西 修平氏、中岡 琴子氏 

以上5名（立教大学 経済学部2・3年） 

   □準賞 

     「『自社EC、SNSを活用したBtoC事業進出モデル』の提案 

―AISAS、リーン・スタートアップの組み合わせによる定性的実証研究からのモデル構築―」  

             松本 恭平氏、小原 蘭夢氏、川上 翔大朗氏、山形 和輝氏 

               以上4名（岩手県立大学 総合政策学部3年） 

      □準賞 

     「コロナ禍における旅館の生存戦略 

―ITによるバックヤード業務効率化の提案―」 

       糸井 美芳氏、泉田 薫氏、中山 りな氏、廣升 優太氏、星野 一磨氏 

               以上5名（慶應義塾大学 経済学部3年） 

【金融部門】 

   ○本賞 

     「情報の非対称性解消による中小企業の資金調達円滑化 

―SDGsを用いた事業性評価実現に向けて―」      

森坂 礼子氏、清水 菜央氏、松田 諒佑氏、森井 浩太氏 

以上4名（慶應義塾大学 経済学部3年、同志社大学商学部3年） 

○本賞 

「地域金融機関による連携型支援の提案 

―M&Aを活用した事業再生支援に着目して―」 

髙木 一矢氏    以上1名（立教大学 経済学部4年） 

   □準賞 

     「SDGsとCSV型事業性評価の確立 

―持続可能な地域社会を目指して―」 

             廣川 真紀氏、岩見 啓佑氏、小野 恵一郎氏、島田 桃花氏、浜中 麻衣氏 

水野 結起子氏  以上6名（慶應義塾大学 商学部3年） 

   □準賞 

     「信用金庫主導型総合支援体制の確立 

      ―緊急事態における地域重要中小企業に着目して―」 

       奥冨 壮一郎氏、徳田 美月氏、和田 望花氏 

               以上3名（立教大学 経済学部2・3年） 

 



 

３．中小企業組織活動懸賞レポート 

中小企業組織活動懸賞レポートは、中小企業の組織活動の現場における体験レポートを募集 

するもので、1997年度から実施しております。今回が25回目となり、2021年度は10編の応募が 

ありました。 

 

◎特賞 「コロナ禍で取り組んだ商店街デジタルインフラ整備―アフターコロナに備える―」 

清水 彰氏（京都錦市場商店街振興組合 事務長） 

 

○本賞 「名無しの産地が伝統的工芸品産地になるまで」 

八間川 義人氏（千葉県打刃物連絡会 副会長）、水野 遼太氏 以上2名 

 

○本賞 「変革をバネに進化を続ける異業種組合『庄川峡観光協同組合』」 

川崎 和夫氏（庄川峡観光協同組合 専務理事） 

 

□準賞 「認定NPO法人だからこそ出来る社会貢献活動 

『リユースPC寄贈プログラム事業』と今後の組織展開」 

佐久間 貴大氏（認定特定非営利活動法人イーパーツ） 

 

□準賞 「新たな社会課題解決に向けての多様な連携組織の活動と中央会の役割」 

知見寺 好幸氏（山梨県中小企業団体中央会 事務局長） 

 

以上 


